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　（
請
願
第
1
号
）

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
法
第
25
条
第
4
項
「
家
賃
の

減
免
」
実
施
と
居
住
者
合
意
の

「
団
地
別
整
備
方
針
書
」
策
定

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市

議
会
と
し
て
「
賛
成
全
員
」
で

採
択
。

　（
意
見
書
案
第
1
号
）

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
法
第
25
条
第
4
項
「
家
賃
の

減
免
」
実
施
と
居
住
者
合
意
の

「
団
地
別
整
備
方
針
書
」
策
定

に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
全

員
」
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
行
政
改
革
担

当
）、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
理
事
長
に
送
り
ま
し
た
。

答

　弁

質

　疑

質

　疑

幸
手
市
を
含
め
鴻
巣
市
、
越
生
町
、
鳩

山
町
、
三
郷
市
の
5
市
町
が
事
業
を
実

施
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
し

て
、
ま
だ
ま
だ

認
知
度
の
低
い

事
業
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
要

因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
収
支
日
計
表
の
３
月
30
日
現
在
の
収

入
済
み
額
が
２
億
４
９
７
万
１
６
９
５

円
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
翌
日
の
３
月
31
日
付
の
専

決
処
分
が
１
億
４
８
８
７
万
１
千
円
と
、

約
６
千
万
円
減
額
を
し
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
こ
の
専
決
処
分
の
補
正
予
算

は
正
し
い
表
示
か
ど
う
か
。
１
項
し
か

や
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
う
だ
と
言
い
ま

す
が
、
既
に
日
計
表
で
収
入
済
み
に
な

　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
補
助
金
は

当
初
、
４
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た
。

今
回
市
長
の
専
決
処
分
に
よ
り
４
５
６

万
円
を
減
額
し
た
。
予
算
は
20
組
分
用

意
し
た
が
、
１
組
24
万
円
し
か
交
付
さ

れ
な
か
っ
た
原
因
を
ど
う
分
析
さ
れ
て

い
る
か
。ま
た
、こ
の
よ
う
な
問
題
は
、

議
会
の
審
議
を
十
分
得
る
議
案
と
し
て

提
案
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
市

長
が
議
会
を
通
さ
な
い
で
決
め
て
し
ま

う
専
決
処
分
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
申
請
件
数
が
１
件
し
か
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
へ
の
周
知
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
が

っ
て
い
る
入
金
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
減
額
補
正
を
出
す
、
こ
の
理
由
が

理
解
で
き
な
い
。

　
議
会
の
権
能
を
超
え
て
市
長
に
全
部

ゆ
だ
ね
る
の
が
専
決
処
分
。
そ
の
重
み

か
ら
す
れ
ば
、
議
会
に
丁
寧
な
説
明
が

も
っ
と
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
日
計
表
に
よ
る
金
額
で
、
実
際
予
算

額
は
１
億
４
千
万
円
等
で
す
が
、
実
際

の
収
入
済
み
額
は
２
億
円
あ
る
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
６
千
万
円
の

差
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
科
目
の
、
項
レ
ベ
ル
に
お
い
て

歳
入
欠
陥
等
が
発
生
し
な
い
、
逆
に
プ

ラ
ス
で
す
。
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
自
治
法
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
調

定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
収
入
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
え
て

増
額
の
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
な
く
今

回
に
至
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

答

　弁

　反
対
討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
専
決
処
分
と
は
、
本
来
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
必
要
な
議
決
が

得
ら
れ
な
い
特
定
の
場
合
に
、
長
に
認

め
ら
れ
た
補
充
的
手
段
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
長
の
専
決
処
分
の
要
件
認
定
は
、

仮
に
議
会
が
専
決
処
分
を
承
認
し
な
く

と
も
、
そ
の
効
力
に
直
接
的
に
は
影
響

し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
専
決
事
項
は

議
会
に
対
し
て
、
よ
り
慎
重
、
丁
寧
な

説
明
を
す
べ
き
も
の
で
す
。
ま
た
、
専

決
処
分
と
す
る
要
件
は
、
①
議
会
が
成

立
し
な
い
と
き
。
②
会
議
を
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
。
③
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

④
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し

な
い
と
き
。
な
ど
の
場
合
に
限
定
的
に

許
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
議
会
の
議
決
を

経
ず
に
長
が
自
ら
の
責
任
で
処
分
等
、

議
会
で
議
決
決
定
を
し
た
と
同
様
の
法

的
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
議
会
の
本
来
の
権

能
を
超
え
る
処
分
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
慎
重
な
、
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ

の
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

専
決
処
分
本
会
議
審
議
内
容

請願および意見書案が「賛成全員」で採択・可決

　
平
成
30
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
10
件
、
条
例

4
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
1
件
、
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
14
件
の
合
計
30
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
5
件
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

６月定例会

反
対
討
論

意見書案第 １ 号

　いま、当市の公団居住者は、高齢化と収入低下の中で家賃負担の重さに悩み、居住に対して
も不安を抱いています。
　昨年９月、幸手団地自治会が行ったアンケート調査によれば、世帯主７５歳以上３５．９％、
６５歳以上では８２％を占め、年金受給者は６３．５％、給与所得者はわずか１７．５%です。
　また年収は６６%の世帯が３５３万円未満（４５%が２４２万円未満）であるのに対し、家
賃は４～６万円台が５２％になっています。
　年収１００万円で家賃４万円の場合、家賃負担率は４８％にもなります。年金が頼りの世帯
６３.５%にとって収入の半分が家賃といえます。前記アンケートでも「大変重い」３３%、「や
や重い」３４%と、６７％もの世帯で家賃が大きな負担であると訴えています。独立行政法人
都市再生機構は、市場家賃を原則としながらも、機構法上、その公共的使命から法第２５条第
４項に「既定の家賃の支払いが困難な者には減免することができる」と規定しています。
　公団居住者の方々の多くが低額所得世帯であることを政府・機構とも認めながら、この条項
は空文化され、まったく実施されていません。公団居住者は本条項の実施を強く求めています。
　また、機構は団地の統廃合、住戸の消滅を目指して、２０１８年度までに「団地別整備方針
書」の策定を進めていますが、公団居住者の方々は、団地コミュニティを培い、多くが末永く
住み続けたいと願っており、方針書には居住者の声が十分に反映されるべきと考えます。
　東京都国立市の国立富士見台団地では６９%、いちょう並木国立団地では６５％の居住者が
永住希望を表明しており、団地の再整備計画づくりにあたっては、当初の段階から地元の国立
市を含め、居住者自治会と十分に話し合い、三者合意の上で策定することを望まれるなど、各
地においても、本市と同様な声が多数あがっております。
　以上のことから、本市議会は政府及び独立行政法人都市再生機構に対し、下記事項について
強く求めます。

記
１　独立行政法人都市再生機構は、低額所得世帯に対し、独立行政法人都市再生機構法第２５

条　第４項の「家賃の減免」条項を実施すること。
２　独立行政法人都市再生機構は、「団地別整備方針書」の策定にあたり、幸手市を含め居住

者自治会と十分に話し合い、三者合意を得ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。

　平成３０年６月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　　貢　

独立行政法人都市再生機構法第２５条第４項「家賃の減免」実施と
居住者合意の「団地別整備方針書」策定に関する意見書
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　（
請
願
第
1
号
）

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
法
第
25
条
第
4
項
「
家
賃
の

減
免
」
実
施
と
居
住
者
合
意
の

「
団
地
別
整
備
方
針
書
」
策
定

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市

議
会
と
し
て
「
賛
成
全
員
」
で

採
択
。

　（
意
見
書
案
第
1
号
）

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
法
第
25
条
第
4
項
「
家
賃
の

減
免
」
実
施
と
居
住
者
合
意
の

「
団
地
別
整
備
方
針
書
」
策
定

に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
全

員
」
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
行
政
改
革
担

当
）、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
理
事
長
に
送
り
ま
し
た
。

答

　弁

質

　疑

質

　疑

幸
手
市
を
含
め
鴻
巣
市
、
越
生
町
、
鳩

山
町
、
三
郷
市
の
5
市
町
が
事
業
を
実

施
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
し

て
、
ま
だ
ま
だ

認
知
度
の
低
い

事
業
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
要

因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
収
支
日
計
表
の
３
月
30
日
現
在
の
収

入
済
み
額
が
２
億
４
９
７
万
１
６
９
５

円
に
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っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
翌
日
の
３
月
31
日
付
の
専

決
処
分
が
１
億
４
８
８
７
万
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円
と
、
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６
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万
円
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額
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そ
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と
、
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処
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予
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収
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、
４
８
０
万
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５
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さ
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④
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し

な
い
と
き
。
な
ど
の
場
合
に
限
定
的
に

許
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
議
会
の
議
決
を

経
ず
に
長
が
自
ら
の
責
任
で
処
分
等
、

議
会
で
議
決
決
定
を
し
た
と
同
様
の
法

的
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
議
会
の
本
来
の
権

能
を
超
え
る
処
分
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
慎
重
な
、
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ

の
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

専
決
処
分
本
会
議
審
議
内
容

請願および意見書案が「賛成全員」で採択・可決

　
平
成
30
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
10
件
、
条
例

4
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
1
件
、
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
14
件
の
合
計
30
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
5
件
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

６月定例会

反
対
討
論

意見書案第 １ 号

　いま、当市の公団居住者は、高齢化と収入低下の中で家賃負担の重さに悩み、居住に対して
も不安を抱いています。
　昨年９月、幸手団地自治会が行ったアンケート調査によれば、世帯主７５歳以上３５．９％、
６５歳以上では８２％を占め、年金受給者は６３．５％、給与所得者はわずか１７．５%です。
　また年収は６６%の世帯が３５３万円未満（４５%が２４２万円未満）であるのに対し、家
賃は４～６万円台が５２％になっています。
　年収１００万円で家賃４万円の場合、家賃負担率は４８％にもなります。年金が頼りの世帯
６３.５%にとって収入の半分が家賃といえます。前記アンケートでも「大変重い」３３%、「や
や重い」３４%と、６７％もの世帯で家賃が大きな負担であると訴えています。独立行政法人
都市再生機構は、市場家賃を原則としながらも、機構法上、その公共的使命から法第２５条第
４項に「既定の家賃の支払いが困難な者には減免することができる」と規定しています。
　公団居住者の方々の多くが低額所得世帯であることを政府・機構とも認めながら、この条項
は空文化され、まったく実施されていません。公団居住者は本条項の実施を強く求めています。
　また、機構は団地の統廃合、住戸の消滅を目指して、２０１８年度までに「団地別整備方針
書」の策定を進めていますが、公団居住者の方々は、団地コミュニティを培い、多くが末永く
住み続けたいと願っており、方針書には居住者の声が十分に反映されるべきと考えます。
　東京都国立市の国立富士見台団地では６９%、いちょう並木国立団地では６５％の居住者が
永住希望を表明しており、団地の再整備計画づくりにあたっては、当初の段階から地元の国立
市を含め、居住者自治会と十分に話し合い、三者合意の上で策定することを望まれるなど、各
地においても、本市と同様な声が多数あがっております。
　以上のことから、本市議会は政府及び独立行政法人都市再生機構に対し、下記事項について
強く求めます。

記
１　独立行政法人都市再生機構は、低額所得世帯に対し、独立行政法人都市再生機構法第２５

条　第４項の「家賃の減免」条項を実施すること。
２　独立行政法人都市再生機構は、「団地別整備方針書」の策定にあたり、幸手市を含め居住

者自治会と十分に話し合い、三者合意を得ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。

　平成３０年６月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　　貢　

独立行政法人都市再生機構法第２５条第４項「家賃の減免」実施と
居住者合意の「団地別整備方針書」策定に関する意見書

定例会報告定例会報告定例会報告定例会報告定例会報告
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【
条
例
の
概
要
】

第
１
条
　
郷
土
に
つ
い
て
の
歴
史
、
考
古
及
び
民
俗

に
関
す
る
資
料
等
の
収
集
、
保
存
、
調
査
及
び
研

究
並
び
に
そ
の
活
用
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の

歴
史
及
び
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
郷
土
文

化
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
幸
手
市
郷
土
資
料
館
（
以
下

「
資
料
館
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

第
３
条
　
資
料
館
は
、
幸
手
市
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
。

第
５
条
　
資
料
館
の
入
館
料
は
無
料
と
す
る
。

第
11
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員

会
規
則
で
定
め
る
。

附
則
　
こ
の
条
例
は
平
成
30
年
10
月
23
日
か
ら
施
行

《
主
な
業
務
》

⑴
資
料
の
収
集
、整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と

⑵
資
料
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と

⑶
資
料
の
展
示
及
び
利
用
に
関
す
る
こ
と

⑷
資
料
及
び
市
史
編
さ
ん
事
業
等

の
成
果
物
に
つ
い
て
の
専
門
的

な
知
識
の
啓
発
及
び
普
及
に
関

す
る
こ
と

⑸
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と

⑹
文
化
財
に
関
す
る
こ
と

⑺
そ
の
他
、幸
手
市
郷
土
資
料
館
の

設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
に
関
す
る
こ
と

・３階の資料収蔵室
幸手市にとって市史編さんの

視点から貴重な幸手市関連資

料が保管されます。

資料収蔵室

講座室

展示室・事務室

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

・資料館は旧幸手准看護学校を改修整備しています。
・主な施設整備費は以下のとおりです。

幸手市郷土資料館設置及び管理に関する条例…可決幸手市郷土資料館設置及び管理に関する条例…可決

幸手市郷土資料館　施設の概要幸手市郷土資料館　施設の概要

【①施設の概要】【①施設の概要】

【②施設整備の経過】【②施設整備の経過】

１）幸手町のかたりべシリーズ
２）幸手市史　通史編Ⅰ・Ⅱ、資料編
３）幸手市史　特別版　「幸手歴史物語　川と道」
４）幸手市史調査報告書「吉羽家文書目録」ほか
５）幸手市文化遺産だより　第１号～第15号
６）幸手の石造物Ⅰ～Ⅵ
７）そのほか　幸手市お祭りマップ　など多数

郷土資料館の開設を機に幸手の歴史文化に触れてみては
いかがでしょうか。

問合せ　社会教育課郷土資料室　４７－２５２１

◆幸手市の市史編さん事業は、昭和61年度から準備を
始めて昭和63年度から15年計画でスタートし、平成14
年度末を以って完了。

◆その間、資料編９冊、特別版１冊、通史編２冊など
22冊もの刊行物が刊行されています。

◆その後も、「幸手市文化遺産だより」や各種パンフ
レットの作成などに取り組み、並行して歴史講座や古
文書入門講座を開講するなど、地元の身近な資料に触
れ、地域の歴史を考える機会を設けて多くの市民の参
加をいただいてきました。

◆しかしながら、郷土資料室は活動拠点に市内の学校
や空き施設等を使用してきたため、調査資料などを一
元的に保存・管理できないことが課題となっていまし
た。

◆平成27年度から、旧幸手准看護学校跡地にて「市の
歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設」とし
て郷土資料館の整備が始まり、今議会で設置条例提出
の運びとなったものです。

【⑤市史編さん事業ほかによる主な刊行物】【⑤市史編さん事業ほかによる主な刊行物】

【③郷土資料館の場所】【③郷土資料館の場所】

・火曜日～日曜日　午前９時～午後５時
　６～９月（土）（日）（祝）同～午後９時 30 分
・年末年始休館（１/１～１/３、12/29 ～ 12/31）

【④開館日・時間予定（原則）】【④開館日・時間予定（原則）】

今後は、市民への地域学習の機会の提供、情報発信などを通じて今後は、市民への地域学習の機会の提供、情報発信などを通じて

市民の歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設として事業を推進市民の歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設として事業を推進

幸手市郷土資料館　開設までの経緯幸手市郷土資料館　開設までの経緯

として事業を推として事業を推ととししててて事業て事業事業事業業を業を推推進進推進推進
10/23オープン

警察署

消防署

市役所入口

中
川

権現堂川
小学校

●

●
●●● ●●● ●●● ●●● ●●●

●●●

●●●

■ 文 下吉羽

菱沼

幸
手
市
役
所

幸手市
郷土資料館

国
道
4
号
線

国
道
4
号
バ
イ
パ
ス

名　　称 幸手市郷土資料館 大字下宇和田58番地４

築年数等 平成７年　鉄筋コンクリート　地上３階

延床面積 1,271.17㎡　（敷地面積　2,170.00㎡）

年　　度 整　備　内　容 整　備　費

Ｈ27 施設修繕費　ほか 8,026,900円

Ｈ28 施設改修工事（第１期）ほか 29,677,320円

Ｈ29 展示物等製作工事　ほか 26,829,036円

Ｈ30（予算）施設改修工事（第２期）ほか 9,909,000円

合　　計 74,442,256円

　
　
川
村
　
和
夫
　
氏

　
　
江
森
　
正
之
　
氏

　
　
船
川
　
由
孝
　
氏

　
　
大
澤
　
年
一
　
氏

　
　
大
久
保
　
進
　
氏

　
　
奥
貫
　
榮
市
　
氏

　
　
服
部
　
政
男
　
氏

　
　
増
田
　
隆
司
　
氏

　
　
奥
貫
　
　
進
　
氏

　
　
増
田
　
順
子
　
氏

　
　
熊
谷
　
隆
夫
　
氏

　
　
内
田
　
　
潔
　
氏

　
　
鈴
木
　
　
栄
　
氏

　
　
服
部
貴
三
郎
　
氏

人
事
案
件

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
木
村
　
卓
朗
　
氏

固
定
資
産
評
価
員

固
定
資
産
評
価
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

表 

彰

　
全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉

県
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に
お

い
て
、
中
村
孝
子
議
員
が
永
年

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
島
幸
成
議
員
が
、

全
国
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に

お
い
て
、
正
副
議
長
職
に
よ
る

表
彰
と
埼
玉
県
市
議
会
議
長

会
、
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
第

４
区
議
長
会
総
会
に
お
い
て
感

謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
総
会
に
お
い
て
、
藤
沼
貢

議
長
が
感
謝
状
を
受
け
ま
し

た
。
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【
条
例
の
概
要
】

第
１
条
　
郷
土
に
つ
い
て
の
歴
史
、
考
古
及
び
民
俗

に
関
す
る
資
料
等
の
収
集
、
保
存
、
調
査
及
び
研

究
並
び
に
そ
の
活
用
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の

歴
史
及
び
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
郷
土
文

化
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
幸
手
市
郷
土
資
料
館
（
以
下

「
資
料
館
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

第
３
条
　
資
料
館
は
、
幸
手
市
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
。

第
５
条
　
資
料
館
の
入
館
料
は
無
料
と
す
る
。

第
11
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員

会
規
則
で
定
め
る
。

附
則
　
こ
の
条
例
は
平
成
30
年
10
月
23
日
か
ら
施
行

《
主
な
業
務
》

⑴
資
料
の
収
集
、整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と

⑵
資
料
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と

⑶
資
料
の
展
示
及
び
利
用
に
関
す
る
こ
と

⑷
資
料
及
び
市
史
編
さ
ん
事
業
等

の
成
果
物
に
つ
い
て
の
専
門
的

な
知
識
の
啓
発
及
び
普
及
に
関

す
る
こ
と

⑸
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
こ
と

⑹
文
化
財
に
関
す
る
こ
と

⑺
そ
の
他
、幸
手
市
郷
土
資
料
館
の

設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
に
関
す
る
こ
と

・３階の資料収蔵室
幸手市にとって市史編さんの

視点から貴重な幸手市関連資

料が保管されます。

資料収蔵室

講座室

展示室・事務室

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

・資料館は旧幸手准看護学校を改修整備しています。
・主な施設整備費は以下のとおりです。

幸手市郷土資料館設置及び管理に関する条例…可決幸手市郷土資料館設置及び管理に関する条例…可決

幸手市郷土資料館　施設の概要幸手市郷土資料館　施設の概要

【①施設の概要】【①施設の概要】

【②施設整備の経過】【②施設整備の経過】

１）幸手町のかたりべシリーズ
２）幸手市史　通史編Ⅰ・Ⅱ、資料編
３）幸手市史　特別版　「幸手歴史物語　川と道」
４）幸手市史調査報告書「吉羽家文書目録」ほか
５）幸手市文化遺産だより　第１号～第15号
６）幸手の石造物Ⅰ～Ⅵ
７）そのほか　幸手市お祭りマップ　など多数

郷土資料館の開設を機に幸手の歴史文化に触れてみては
いかがでしょうか。

問合せ　社会教育課郷土資料室　４７－２５２１

◆幸手市の市史編さん事業は、昭和61年度から準備を
始めて昭和63年度から15年計画でスタートし、平成14
年度末を以って完了。

◆その間、資料編９冊、特別版１冊、通史編２冊など
22冊もの刊行物が刊行されています。

◆その後も、「幸手市文化遺産だより」や各種パンフ
レットの作成などに取り組み、並行して歴史講座や古
文書入門講座を開講するなど、地元の身近な資料に触
れ、地域の歴史を考える機会を設けて多くの市民の参
加をいただいてきました。

◆しかしながら、郷土資料室は活動拠点に市内の学校
や空き施設等を使用してきたため、調査資料などを一
元的に保存・管理できないことが課題となっていまし
た。

◆平成27年度から、旧幸手准看護学校跡地にて「市の
歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設」とし
て郷土資料館の整備が始まり、今議会で設置条例提出
の運びとなったものです。

【⑤市史編さん事業ほかによる主な刊行物】【⑤市史編さん事業ほかによる主な刊行物】

【③郷土資料館の場所】【③郷土資料館の場所】

・火曜日～日曜日　午前９時～午後５時
　６～９月（土）（日）（祝）同～午後９時 30 分
・年末年始休館（１/１～１/３、12/29 ～ 12/31）

【④開館日・時間予定（原則）】【④開館日・時間予定（原則）】

今後は、市民への地域学習の機会の提供、情報発信などを通じて今後は、市民への地域学習の機会の提供、情報発信などを通じて

市民の歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設として事業を推進市民の歴史文化に対する理解を深めるための拠点施設として事業を推進

幸手市郷土資料館　開設までの経緯幸手市郷土資料館　開設までの経緯
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名　　称 幸手市郷土資料館 大字下宇和田58番地４

築年数等 平成７年　鉄筋コンクリート　地上３階

延床面積 1,271.17㎡　（敷地面積　2,170.00㎡）

年　　度 整　備　内　容 整　備　費

Ｈ27 施設修繕費　ほか 8,026,900円

Ｈ28 施設改修工事（第１期）ほか 29,677,320円

Ｈ29 展示物等製作工事　ほか 26,829,036円

Ｈ30（予算）施設改修工事（第２期）ほか 9,909,000円

合　　計 74,442,256円
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表 

彰

　
全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉

県
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に
お

い
て
、
中
村
孝
子
議
員
が
永
年

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
島
幸
成
議
員
が
、

全
国
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に

お
い
て
、
正
副
議
長
職
に
よ
る

表
彰
と
埼
玉
県
市
議
会
議
長

会
、
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
第

４
区
議
長
会
総
会
に
お
い
て
感

謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
総
会
に
お
い
て
、
藤
沼
貢

議
長
が
感
謝
状
を
受
け
ま
し

た
。

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.87〔市議会だよりさって〕No.87


